
別記様式（第９条関係）

議会報告会実施報告書

開催日時 平成２９年 ５月１９日 １８時３０分 ～ ２０時２８分

開催場所 尾田蒔公民館

出席議員 司 会 者 黒澤 秀之

報 告 者 新井重一郎（班長）、金﨑 昌之、荒船 功、大久保 進、

清野 和彦、出浦 章恵、松澤 一雄（議長、オブザーバー）

記 録 者 出浦章恵、金﨑昌之

参加人数 ２８名

実施内容 18:30 開会 司会：黒澤 秀之

挨拶 班長：新井重一郎

自己紹介 （全員）

市政及び市議会概況 金﨑 昌之

総務委員会 荒船 功

まちづくり委員会 大久保 進

文教福祉委員会 清野 和彦

特別委員会及び秩父広域市町村圏組合報告 新井重一郎

政務活動費 出浦 章恵

19:20 休憩

19:30 市民の意見を聞く会

20:27 閉会挨拶 班長：新井重一郎

主な意見・

要望等

主な意見・

問１ 市民の所得は県内最低であり、市民の生活は厳しい。市は市民の生活

実態をよく見た上で施策を行っていただきたい。

答１ 意見・要望として伺っておきます。

問２ 水道広域化に伴って水道料金が値上げがされたが、水源地の秩父で広

域化は必要ないと考える。

答２ 水道は１市４町でまとまらなければこれからは事業としてやっていけ

ない。

問３ 大中橋等に大金をかけるのは税金の無駄遣い、やめてもらいたい。

答３ 意見・要望として伺っておきます。

問４ 森林の活用等が出されているが、２０２０年の東京オリンピック・パ

ラリンピックの競技を誘致する等の取り組みは。

答４ 森林認証取得事業は、認証を受けることによって秩父の木材をいろん

なところに使ってもらえる可能性が広がっている。競技を誘致するという

議論はされていない。



要望等 問５ 市の人口減・過疎化対策は。

答５ なかなか結果に結びついていないが、若い人の働き場所の確保として

の企業誘致の取り組みがある。またＣＣＲＣで都会からの元気高齢者の移

住や、若い人が子どもを安心して産み育てられる医療の充実、ユニバーサ

ルデザイン等を売りにした観光での交流人口増などに取り組んでいます。

問６ 市のサイバー攻撃へのセキュリティ対策はどうなっているか。

答６ 市当局へ確認し後日、ホームページ等を通じてご回答致します。

問７ 市庁舎・市民会館の維持費管理費の考え方は。

答７ 市の一般会計から支出することになる。一方、貸館や自主事業の収益

も見込んでいる。

問８ 秩父太平洋セメント第１プラント跡地への企業誘致について、土壌汚

染対策はどうなっているのか。

答８ 秩父太平洋セメントが所有する土地なので市では関与できない。企業

側での対応になると思う。

問９ 道路関係で地域整備部や信号の設置で市民部へ行くが、簡単に「それ

は出来ません」という答えが返ってくる。職員の教育はどうなっているの

か。

答９ 市当局への意見として伝えておきます。

問 10 たばこ税は市の大きな財源になっている。喫煙者の立場から、新庁舎

内にきちんと喫煙スペースを整備すべき。

答 10 市当局への意見として伝えておきます。

問 11 交通安全対策特別交付金を予算化するのは、交通違反の発生を前提と

しており、犯罪を容認することになるので問題では。

問 11 市当局への意見として伝えておきます。

問 12 昨年９月議会で市庁舎等建設費の値上げがされたが、議会にどのよう

な説明がなされたのか。また、議員はそれに納得したのか。

答 12 工事請負契約に基づいて労務単価が引き上げられたと説明があり、採

決の結果、賛成多数で可決された。

問 13 市から「弾道ミサイル落下時の行動について」のお知らせチラシが出

たが、避難場所として「地下」と記載されたのものが存在していたのに、
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班長 新井重一郎 ㊞

「地下街」と記載されたものが配布され、不適当。これを問うた議員はい

たのか。

答 13 お知らせチラシの真意等について、問合せを行った議員はいた。

問 14 猟友会の有害鳥獣捕獲等の活動情報を市報に載せていただきたい。

答 14 市当局への要望として伝えておきます。

問 15 長尾根トンネル開削の動きを具体化していただきたい。

答 15 市当局への要望として伝えておきます。

問 16 皆野寄居有料道路の料金の半額化を実現していただきたい。

答 16 市当局への要望として伝えておきます。

問 17 市民満足度調査結果の記事を読売新聞で見た。病院や医療、雇用問題

に根強い不満があるので、しっかり取り組んでいただきたい。

答 17 市当局への要望として伝えておきます。

問 18 議会だよりの３月定例会での後期高齢者医療特別会計予算の反対討

論の記述内容が理解できない。

答 18 後期高齢者の生活苦しくて大変な状況にあるのに、保険料は高く、制

度そのものが良いものでないということ。

その他

特記事項



別記様式（第９条関係）

議会報告会実施報告書

開催日時 平成２９年 ５月１９日 １８時３０分 ～ ２０時２０分

開催場所 大田公民館

出席議員 司 会 者 斎藤 捷栄

報 告 者 五野上茂次（班長）、木村 隆彦、冨田 俊和、小櫃 市郎、

江田 治雄、福井 貴代

記 録 者 江田治雄、福井貴代

参加人数 １０名

実施内容 18:30開会 司会：斎藤 捷栄

挨拶 班長：五野上 茂次

自己紹介 （全員）

市政及び市議会概況 福井 貴代

総務委員会 木村 隆彦

まちづくり委員会 冨田 俊和

文教福祉委員会 小櫃 市郎

特別委員会及び秩父広域市町村圏組合報告 五野上 茂次

政務活動費 江田 治雄

19:30市民の意見を聞く会
20:20閉会 斎藤 捷栄

主な意見・

要望等

＜市政に対する意見・要望６件＞

問１ 「ウッドスタート事業」について

・２８年１２月、ウッドスタート事業の公募に参加した。２９年２月には

市の依頼により試作品を作って提出もした。ところが最終選考にもれて

しまった。その後の情報では東京の業者に決定・発注したということで

あった。秩父産木材を使用し、秩父の木工職人が制作する「木のおもち

ゃ」というウッドスタート事業の趣旨やデザインや製作者の公募要領に

反するのではないか。

答１ 申し出のあった要望・意見について、今ここでの回答は困難。その

まま内容を当局に伝え、今後に対する考えや、解決策について伺ったう

えで、対応についてフィードバックできるようにしたい。

問２ 有害鳥獣対策について（鳥害）

毎年カワウ２００羽を駆除している。カワウが増えたことで、河川に

魚がいなくなった。生態系が変わってしまった。カラスの異常な増加に

も苦慮している。カラスを撃つのは難しい。玉が１発２００円。カラス

は駆除の対象になっていないため、補助金がない。玉代だけでも考えて

ほしい。



主な意見・

要望等

答２ 獣害対策については、議会で何回も取り上げられているが、鳥害に

ついても検討が必要と考える。当局に伝える。

問３ 外来種の獣害について

ハクビシン、アライグマは、たちが悪い。木に登るし、家の中に入っ

てくる。一方で在来種のタヌキやアナグマは数が減って、駆除をしてい

ないところもある。生態系に影響があるので、更に対策をお願いしたい。

答３ 生態系に影響があるとのこと。当局に伝える。

問４ 高齢者の外出支援について

８５歳～９０歳の高齢者の健康寿命延伸のため、カラオケなど公民館

活動を企画しても、交通手段がないため参加することができない。高齢

者が公民館活動に参加するための、交通手段を考えてほしい。

答４ 公民館活動に参加するための、交通手段が必要という、新しい視点

からの意見である。公共交通については非常に難しいが、乗り合いタク

シーなど、他に対策がないか、意見・要望を当局に伝える。

問５ 教育研究所が荒川総合支所内に移転したことについて

不登校等の問題を抱えたお子様の、相談に対応するひまわり教室が、

交通の便の悪い荒川に移ったのはなぜか。吉田地域からも遠い。なぜ、

新庁舎が出来たにもかかわらず、歴史文化伝承館や、新庁舎に戻れなか

ったのか。また、子どもの状況に合わせ、必要な地域や家庭に出張教授

で教える仕組みも必要ではないか。

答５ ３月議会の文教福祉委員会においても議論となった内容である。芸

術文化会館の土地、建物は市有でないことから、多額の費用がかかって

いた。そこで新庁舎完成に伴い、教育委員会は歴史文化伝承館に移動。

ひまわり教室については、利用する方の気持ちに配慮して、荒川総合支

所に移動となった。問題ないとの答弁であったが、その後の状況確認と

ともに、今後も見守る必要があると考えている。意見、要望はしっかり

受け止め、当局に伝える。

問６ 秩父地域に産婦人科が 1病院しかないことについて
秩父地域に産婦人科が１病院しかない。市立病院に産科の開設はでき

ないか。

答６ 市立病院に産科を開設するためには、産科の医師が３名必要とな

り、助産師も必要となる。産科の医師不足は全国的問題であり、医師の

確保は至難である。そこで、秩父市では１病院となった産婦人科を支え

るために、市立病院の助産師２名を派遣し、埼玉医大等から産科の医師
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を派遣していただくなどの対応で残った１病院を支援。また、病院の努

力で産科病床を増床。現在は里帰り出産にも対応出来るようになってい

る。今後の変化もあるが、現在は、この方法がベストであると理解して

いる。

＜議会に対する意見・要望＞

・特になし

その他

特記事項

参加者が少ないのは残念だが。貴重なご意見・要望を伺うことができた。

町会に設置した除雪機について「大変にありがたい」との、お礼の言葉を

いただいた。これも当局に伝えたい。



別記様式（第９条関係）

議会報告会実施報告書

開催日時 平成２９年 ５月１９日 １８時３０分 ～ ２０時００分

開催場所 大滝振興会館

出席議員 司 会 者 浅海 忠

報 告 者 竹内 勝利（班長）、山中 進、落合 芳樹、笠原 宏平、

赤岩 秀文、髙野 宏

記 録 者 髙野 宏、山中 進

参加人数 １４名

実施内容 18:30 開会 司会：浅海 忠

挨拶 班長：竹内 勝利

自己紹介 （全員）

市政及び市議会概況 山中 進

総務委員会 落合 芳樹

まちづくり委員会 笠原 宏平

文教福祉委員会 赤岩 秀文

特別委員会及び秩父広域市町村圏組合報告 竹内 勝利

19:17 政務活動費 髙野 宏

19:27 市民の意見を聞く会

20:00 閉会 竹内 勝利

主な意見・

要望等

問１ この報告会は市政なのか議会一般なのか。

答１ ６回目になる議会報告会は、議会活動の一環として開いており、本日

出された意見や皆さんから寄せられた要望をこれからの議会等に反映する

ために行っています。

問２ 大滝トンネルが開通した後の国道は、市道になるといわれるが維持管

理は。その他、地域の要望など国・県に要望していただけるのか。

答２ トンネルが完成するまでは、今まで通り埼玉県が管理していく、完

成後は、市道となり、市の管理となるが、地域の住民の要望を聞きながら、

市当局、議会もしっかり取り組んで行く。

問３ 大血川で農業をやっているが、イノシシの被害を何回も受けている。

まちづくり委員会で若狭に視察に行って有害鳥獣の処理の話があったが、

他の県の話で有害鳥獣よけのフェンスの補助、秩父市での補助は、いろい

ろな情報がほしい。

答３ 福井県に視察に行ったが、そちらは、原発等の関係で国からの補助等、

５億円で処理施設を作ったとのこと、秩父市では、上限５万円（ネットフ

ェンスに対して３年に一度）を助成しているが検討の必要はある。地域の
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主な意見・

要望等

特性も視野に入れた施策もあったほうが良いと思う、荒川では地域住民が

県などの助成を受け実施している。当局に確かめる。猟友会等でも県市へ

の要望を行っているが、予算等の関係で難しいが市議会でも続けて要望を

していく。

問４ 全国的な広がりを見せている山ヒルの対策が必要だが。

答４ 市当局へ確認し後日、ホームページ等を通じてご回答致します。

問５ プールが有料となり利用を控えざるを得ない、無料に戻すべきだ。

答５ 市当局への意見として伝えておきます。

問６ 体育施設等が大野原に偏っているが、平等に出来ないか。吉田、大滝、

荒川に共通の文化福祉施設を建設すべきだ。

答６ 今の施設は合併前に出来た物で、他の場所にも体育館等はあるが個

人で健康推進に使えるようにはなっていない現状である、今後要望してい

きたい。

問７ 新庁舎の維持管理費は、建設費などの返済は。

答７ 建設費に使われた合併特例債の返済については７０％が交付税措置さ

れ、３０％が自主返済となっている。しかし他に返済しなければならない

市債など公債費比率が今年度予算ベースで全体の１５％となっている。公

債費比率が高いと市の運営も厳しくなる。繰り上げ償還等を活用した計画

的な返済で負担軽減をしていく計画と聞いている。

問８ 予算もあるだろうけれど人が住み続け、暮らし続けていける市にして

いただきたい。

答８ 市当局への要望として伝えておきます。

問９ 旧大滝中学校に拠点が集約されるわけだが、大滝支所は今後どうな

るのか。

答９ 耐震化等の問題があり、今後は解体も視野に入れ考えていくことに

なる。

その他

特記事項


